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我々は、115/230/345 GHzでの観測を目指し、2m電波望遠鏡の開発を行っている。主鏡の開発は、有限要素
解析 (ANSYS Workbench)を用い、重力・風・熱の影響を調べ、設計を行った。これまでの結果より、力を強く
受ける中心側の鏡面を厚くした「テーパ型」を採用した (2006年春季年会東狐他)。

(1)「テーパ型」は中心で鏡面が厚く、熱容量が大きい。このため、熱応答が中心で遅れ、温度分布が不均一とな
る可能性がある。これを解決するため、鏡面厚さ一定 10mmとして放射リブを中心 16本、外側 8本とした「フィ
ン型」を新たに設計した。力を受ける中心にリブを多く配置したことで、重力・風・熱にも十分な性能を持つ。主
鏡製作は、発泡スチロール型で鋳造製作を行い、その後ターニング旋盤を用い鏡面の切削加工を行う予定である。
(2)現在、所有するテスト用 1.5 m主鏡の重力・熱ひずみの解析結果とひずみ測定結果を比較し、解析条件の
検討を行っている。目的は、現実的な解析条件を調べ、2m主鏡の解析に反映させることである。重力ひずみ測
定結果は、仰角 10 ◦ で主ひずみが最大 30 µm/mであり、解析結果とよく一致した。熱ひずみは自由膨張では発
生せず、何らかの拘束が原因となる。実際には主鏡取付部でのねじの締め付けや、不均一な温度分布が考えられ
る。今後、温度分布と熱ひずみを同時測定し、解析での拘束条件について検討する。

本発表では 2m主鏡の製作と 1.5 mテスト主鏡を用いた解析条件検討の進捗状況について報告する。


